（特記仕様書記載例）

中東情勢の変化による建設資材の流通状況を踏まえた設計変更に関する特記仕様書

１　供給の偏りや流通の目詰まりにより入手が困難となっているナフサを由来とする建設資材（以下、「調達検討資材」）の調達において、供給の偏り、流通の目詰まりにより納期の遅延、別途調達に経費が必要となるなどの事象が確認された場合は、発注者と協議するものとする。
実施にあたっては、以下の岩手県ホームページ（※）に掲載する「中東情勢の変化による建設資材の流通状況を踏まえた設計変更に関する運用基準」に基づき実施することとする。

　　※https://www.pref.iwate.jp/sangyoukoyou/nouson/gijutsujouhou/1101848.html
　　《岩手県トップページ＞産業・雇用＞農業農村整備＞農業農村整備技術情報 > 中東情勢の変化による建設資材の流通状況を踏まえた設計変更に関する運用基準》

　
２　調達検討資材は下表を想定している。これにより難い場合は、発注者と協議するものとする。

	資材名
	規格
	設計数量※２
	単価適用年月※１
	単価適用地区※１

	硬質ポリ塩化ビニル管
	〇〇mm
	〇〇ｍ
	Ｒ〇．〇月
	〇〇地区

	塗料用シンナー
	〇〇用
	〇〇Ｌ
	Ｒ〇．〇月
	〇〇地区


※１：単価適用年月、単価適用地区については、入札時の設計条件を明示する。
※２：設計数量については、設計図書（工事数量表や図面等）に記載された数量を明示することを基本とする。
なお、設計図書に数量が明示されていない資材については、関連する資材から、一般的な換算値を用いて算出し明示するものとする。
（例：塗料用シンナーについて、使用する塗料の標準的な希釈率を基に算出）

３　受注者は、調達検討資材について別途調達経費が必要となる場合には、事前に発注者と協議するものとする。

４　受注者は、別途調達経費に係る証明書類（実際の取引伝票等）を発注者に提出するものとし、その別途調達経費については設計変更の対象とする。



